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実践度尺度からみた精神障害者ケアガイドラインの検討

効果的な実践を支える条件
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目的　精神障害者ケアガイドラインに基づいた効果的なケアマネジメントの実施を支える条件を

検討する。

方法　精神障害者ケアガイドライン（全国試行版）を用い，全国14都道府県・1政令市において

市町村，保健所，医療機関，社会復帰施設などをケアマネジメント機関として，精神障害

者295人に対し平均約2か月間のケアマネジメントの試行を行った。ケアガイドラインの実

践度尺度を作成し，それをもとに実践度を把握し効果変数との関連をみた。

成績　実践度尺度 (Cronbach's α＝0.85）と有意な相関がみられた効果変数は利用者の社会的不

利の減少，提供されたケアサービス数，担当者による3領域の効果評定（利用者・家族へ

の効果，担当者への効果，ケアシステムヘの効果）であった。個別の実践項目と効果変数

との関連から，効果的だが実践度の低い項目（ケア会議の開催，インフォーマルサポート

の活用，ケアサービスの開発）を抽出した。ケア会議の開催，インフォーマルサポートの

活用の実施には，ケアマネジメント機関の特徴やケアマネジャーの職種・経験年数などに

よる影響が認められた。

結論　精神障害者を対象としたケアマネジメントの効果的な実践を支えるためには，保健婦(士)

等市町村・保健所職員との連携を図りながらインフォーマルサポートの活用を促すこと，ケ

ア会議開催のための制度的な裏付けを行うこと，ケアサービスの開発をケアマネジメントの

中核に位置づけ，そのシステムづくりをすすめることが必要であることが示唆された。
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